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第三者機関の調査に要する費用試算 

 

 

１．診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業における調査費用 
 

 
現在、日本安全調査機構において実施されているモデル事業に係る調査の直接費用

の平均は以下のとおり。 

出典：（一社）日本医療安全調査機構 

 
※１ 平成 22年 4月～平成 25年 3月末までに終了（報告書交付）した従来型 52事例を基に算出 
※２ 平成 22年 4月～平成 25年 3月末までに終了（報告書交付）した協働型 3事例を基に算出 
※３ 死亡時画像診断関係謝金を含む。 

 
 

２．遺族負担のあり方  

 考え方 

医療事故に係る調査の目的は原因究明及び再発防止であり、原因究明のために

遺族からの申し出により行われる第三者機関での調査の費用については、国民が

広く負担する国からの補助金が交付される中において、遺族からも一定の負担を

求めることが適当ではないか。但し、費用負担によって遺族からの必要な申請が

妨げられることがないよう十分に配慮するとともに、低所得者に対しては減免措

置を講じる等の対応が必要ではないか。 

 

  

類 型 従来型※1 協働型※2 

平均費用/件 
約 90万円  

（うち、解剖関連費は約 41万円※3） 

約 51万円 

（うち、解剖関連費は約 6万円※3） 

評

価

委

員 

地域 
・解剖時：解剖医 3人＋補助者複数名 

・委員約 11人 × 平均 2回（1-9回） 

・解剖時：解剖立会医 1-2人派遣 

・外部評価委員 4人、総合調整医 1名 

×平均 2回（1-2回） 

中央 － 
・委員約 10人×平均 1回 

（うち、中央審査関連費用は約 19万円） 
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 負担費用の参考例 

①セカンドオピニオンの一般的な費用（1 時間当たり・税抜） 

5,000円 琉球病院 

10,000円 富山大病院、神戸市立医療センター、那覇市立病院 

20,000円 札幌医科大病院 

25,000円 立川病院 

30,000円 東京医科歯科大病院 

35,000円 医誠会病院（大阪） 

40,000円 東大病院、慶大病院、東京女子医大病院、がん研有明 

（いずれも医療機関 HPより） 

 

②死亡診断書の費用  

1,050 円～21,000 円 平均 4,561円（450医療機関） 

（産労総合研究所「2009年医療文書作成業務・文書料金実態調査」より） 

 

 

 全体の調査費用に占める遺族負担額の割合（案） 

       

 
院内調査の開始前に第三者機関に 

調査が申請された場合 

院内調査の実施後に第三者機関に

調査が申請された場合 

 
90万円 （49万円） 45万円 

5千円 0.6% （1.0%） 1.1% 

1万円 1.1% （2.0%） 2.2% 

2万円 2.2% （4.1%） 4.4% 

3万円 3.3% （6.1%） 6.7% 

4万円 4.4% （8.2%） 8.9% 

5万円 5.6% （10.2%） 11.1% 

 

※現在実施されているモデル事業では、医学的調査に係る知見を得ることも目的とし

ているため、評価委員会の委員人数や開催回数が比較的多い傾向にあるが、今後、

第三者機関が実施する調査については、こうした調査の実施方法について十分精査

し、効率的・効果的な実施を図る。 

 

※院内調査の実施状況や結果に納得が得られなかった場合など、解剖や死亡時画像診断

が院内で実施されなかった場合の第三者機関での調査における当該費用の負担のあり

方については今後検討する。 

 

平均費用/件 

負担額 


